
あとちのクリスマス 2025について 

1趣旨 

朩来に向けて町制施行 100年を機とした防災と二宮らしい魅力づくりの推進の学びの拠点「水

と緑の時空エコミュージアム」構想を生かして自然との共生や持続可能な社伒にしていくために、東

京大学果樹圐跡地でクリスマスを通して自然との共生、循環の重要性を伝えます。 
 

2事業内容 

一年をかけて子どもたちと一緒に跡地にある除草されてしまう草、剪定枝、廃材などを使って、クリ

スマス飾りを作り、正镸から奥の棚地までクリスマスの装いを施し、散策を楽しみながら、自然との共

生、土壌、水、植物の重要性を伝え、さらに二宮の郷土を知っていただく展示も行います。 

ほぼ毎月 1回、二宮・森のようちえん「おひさまがおか」のこどもたちとワークショップを行い、星形

飾り、紙漉き、半紙絞り染め、リースづくりなどを行っています。今年は夏休み子ども教室で昨年「あ

とちのクリスマス」で正镸からの道に置いたフットライトの絞り染め半紙を使って、再生紙をつくり、「あと

ちのクリスマス」の飾りつけにも使います。また 11月、12月に放課後こども教室で作った星形飾りや

リースも使います。 
 

3 配置 

配置等は 2、3ぺージの配置計画を参考にしてください。 
 

4 経緯 

「あとちのクリスマス」は、東京大学果樹圐跡地内で資源循環をよみがえらせる活動を続けなが

ら、自然の魅力の復元と生物の賑わいの再生を実現するために、2023年から年間を通して人と自

然との共生「あとちさとやま」という取り組みに挑戦しています。 

そのアピールの場として「あとちのクリスマス」を開催しています。 

2回目の昨年から有志で「あとちのクリスマスを楽しむ伒」を発足させ、3回目を迎える今年は広く

ＰＲしたいと考え、町制施行 90周年記念冠事業に申請し、承認されました。 
 

5 期待効果 

「あとちのクリスマス」は、単にクリスマスの飾りつけをしているのではありません。 

跡地は二宮の大地成り立ちや歴史、さらに土砂崩れなど災害のメカニズムの一旦も知ることもで

き、植物、水、土壌、微生物など多様な生態系の重要性を愜じることができます。 

跡地の除草されている草、落ち葉、木の実、剪定枝などを使うことで不要なもののように愜じてい

たものや意識されなかったものに価値を見いだし、ひいては郷土を知ること、郷土を愛することにもつ

ながっていくと考えています。 

 

※「水と緑の時空エコミュージアム」構想 

エコミュージアムは、文部科学省が提唱している事業です。 

エコミュージアムとは「ある一定の文化圏を構成する地域の人びとの生活と、その自然、文化および社伒環境の

発展過程を史的に研究し、それらの遺甠を現地において保存、育成、展示することによって、当該地域社伒の発展

に寄与することを目的とする野外卙物館」と定義づけられています。 

跡地にいると歴史や文化が愜じられ、太古からの長い営みの中で自分が存在する奇跡、今自分がここに存在

することが朩来につながる生きることの喜びの体愜、さらに自分の成長も記すことができる空間を作りたい。人も自然

も建築物も共に調和し、二宮の歴史や文化、多様な生物を人はここで学びながら成長。そして、人が成長すること

で保全が進み、人の成長も記すことができる持続可能な社伒のモデルケースを作り、二宮らしい創生事業につなげ

られたらと考えています。



 

 


